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地域で生活する精神障害者の「親亡き後」に関する認識
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Individuals with Mental Disabilities
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●  要旨 ●

　本研究の目的は、地域で生活する精神障害者の「親亡き後」に関する認識を明らかにし、支援のあり方に
ついて検討することである。
　地域で生活している精神障害者 12名を対象に「親亡き後」に関する認識について半構造化面接を実施し、
質的帰納的に分析した。
　精神障害者の「親亡き後」に関する認識として、【「親亡き後」に関する不安】【「親亡き後」に関する肯定
的な見通し】【「親亡き後」に向けて備えている状況】【「親亡き後」に向けて備えていない状況】【「親亡き後」
に向けた要望】【「現在」の充実・安定】【「親亡き後」のことへの取り組みづらさ】【「親の介護」の不安】【「自
分の老後」と「自分亡き後」の心配】の 9つのカテゴリを明らかにし、精神障害者の「親亡き後」に関する
認識の全体像を導出した。
　支援のあり方として、「親亡き後」についての話しづらさを考慮して段階的に「話すこと」を支援すること、「現
在」の生活の充実と安定が「親亡き後」の肯定的な見通しにつながるため「現在」に焦点をあてて支援すること、
親の介護や自分の老後の心配も「親亡き後」の不安と地続きであるため長期的なライフプランを共に考える
ことが示唆された。
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Ⅰ．緒言
　2004年に示された精神保健医療福祉の改革ビ
ジョン以降、わが国の精神障害者のケアは施設中
心から地域ケア中心へと転換しつつあり、今後は
更に在宅で生活する精神障害者が増加することが
期待されている。2017年には、「精神障害にも対
応した地域包括ケアシステム」の構築を目指すこ
とが明示され（厚生労働省, 2017）、精神障害者の
地域生活支援の更なる充実が課題となっている。
　日本では、地域で暮らす精神障害者の7割以上
が家族と同居しており、そのうち67.8%が親と同居

している（厚生労働省, 2018）。精神障害者の家族
は、特に親の立場から自分が死去した後の子ども
（精神障害者）の生活について不安や心配を抱え
ており、これらは「親亡き後」と称され、家族に
とっては大きな関心事である。家族の不安や心配
は、内服管理や疾患管理のほか、金銭管理、生活
リズムの維持、家の管理、相続や財産の管理、人
づきあいなど多岐に亘る（地域精神保健福祉機構, 
2017；石川ら, 2021；石川ら, 2022；猿田ら, 2010）。
こうした「親亡き後」のさまざまな問題について、
支援マニュアル（大分精神障害者就労推進ネット
ワーク, 2015, 2016）や当事者、家族、専門家らの
体験等をまとめた書籍（地域精神保健福祉機構, 
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2017）などが少しずつ作成されており、親亡き後
の当事者の生活を見据えて親が行っている準備や
試みの一端も明らかにされている（吉岡ら, 2019）。
しかし、家族は様々な不安を抱えていても、「親
亡き後」のことについて他者に相談したり、精神
障害を持つ本人と十分に話し合ったりすることが
できず、不安を先送りしている現状も示されてい
る（石川ら, 2022）。
　これらのことから家族と障害者が「親亡き後」
について将来の見通しを持てるような何等かの支
援の必要性が示唆されているが、「親亡き後」の
ことは、親をはじめとする家族の立場から語られ
ることが多く、このような支援について検討する
ためには、精神障害をもつ当事者の視点からも検
討する必要がある。また、実際の支援においては、
当事者の不安や心配だけでなく、目標や希望など
ストレングスにも焦点をあてることや本人の意思
を尊重することが重要であると考える。しかし、
当事者を対象としたアンケート調査（地域精神保
健福祉機構, 2017）では、「親亡き後」の心配に焦
点が当てられており、「親亡き後」の生活をどのよ
うにしていきたいと考えているか、「親亡き後」に
向けてどのような準備したいと考えているか、ど
のような支援を望んでいるかなどについては明ら
かにされていない。そのため、支援について検討
していくためには、心配や不安だけでなく当事者
の強みや意思につながるようなこれらの視点も含
めて、精神障害者の認識の全体像を明らかにする
必要がある。
　
Ⅱ．研究目的
　本研究では、地域で生活する精神障害者が「親
亡き後」についてどのように捉えているのか、そ
の認識の全体像を明らかにし、支援のあり方につ
いて検討することを目的とした。 

Ⅲ．研究方法
１．研究デザイン
　本研究は、地域で生活する精神障害者の「親亡
き後」に関する認識の全体像を探索的に明らかに
することを目的としているため、仮説生成型の質
的研究方法を用いることとした。
２．研究参加者

　研究参加者の選定条件は、研究目的と倫理的配
慮を踏まえて①病状が安定していて地域生活を1
年以上継続している、②ピアサポート活動等を通
して自分自身の体験や考えを他者に語ることに
ある程度慣れている、③20歳以上、④本研究への
参加の同意について自分で意思決定して伝える
ことができる、⑤親との同居の有無および親が健
在かどうかは問わない、とした。
　これらの条件を満たす参加者を募集するため、
研究目的にそって選択する意図的サンプリング
とボランティアサンプリングを併用した。具体的
には、研究協力の得られる可能性のある、精神障
害者のピアサポート活動を支援している施設を
意図的に選択し、施設の協力を得て、上記の選
定条件に見合う利用者を対象に意図的に研究参
加者を募集した。なお、研究参加者の偏りを防ぎ、
多様性を確保するという観点から、依頼する施設
は複数選択した。
３．データ収集
　本研究では参加者の「親亡き後」に関する主観
的な認識に焦点を当てているため、インタビュー
ガイドを用いた半構造化面接によりデータを収
集した。
　インタビューガイドの内容は、研究目的を踏ま
えて、「親亡き後」のことについて考えているこ
とや思っていること、親亡き後に向けて親や家族
と話していること、親亡き後に向けて必要な支
援などを設定し、これらの質問を投げかけなが
ら、参加者が自由に語ることができるよう配慮し
た。なお、両親共に他界している対象者には、親
が亡くなる前に考えていたことを想起して語っ
てもらうよう依頼し、語られた内容について、親
が亡くなる前に考えていたことかどうかをその
都度確認しながらインタビューをすすめた。併せ
て、参加者の属性データ（参加者の年代、家族構
成・年代、同居の有無、罹病期間）を聞き取った。
面接は参加者が利用する施設内のプライバシー
が保たれる部屋で実施し、面接時間は一人あたり
平均46（35-60）分であった。語りの内容は許可
を得てICレコーダーにて録音し、逐語録に起し
て分析データとした。
　データ収集期間は2018年12月～2019年6月で
あった。
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４．データ分析
　逐語録を熟読し、「親亡き後」に関する認識に
関連する語りを、意味が読み取れる範囲をひとま
とまりとして抽出し、コードを作成した。その際、
他の参加者と内容が同じものは同一コードとし
た。コードの意味内容が類似するものを集約して
サブカテゴリ、カテゴリを生成した。サブカテゴ
リ化/カテゴリ化の際は、コードやデータに戻っ
て意味内容を再度確認し、近似のサブカテゴリ/
カテゴリはないか、相対するサブカテゴリ/カテ
ゴリはないか、相互に影響し合うサブカテゴリ/
カテゴリはないか、サブカテゴリ/カテゴリが示
す事象の時間的な流れはどうか等の視点から、気
付いたことを分析メモに書き留めながらすすめ
た。そして、分析メモの内容を踏まえてカテゴリ
同士の相互の関連性を同定し、全体のバランスを
考慮しながらカテゴリを配置し、関連性を示す記
号を付して「地域で生活する精神障害者の親亡き
後のことに関する認識」の全体像を示す関連図を
作成した。
　分析のプロセスにおいて解釈の妥当性を共同
研究者間で確認しながらすすめた。また、質的研
究の経験を持つ精神看護学領域の研究者1名から
妥当性に関するスーパーバイズを受けた。
５．倫理的配慮
　研究開始前に岐阜県立看護大学の研究倫理審
査委員会の承認を得て実施した（承認番号：0222，
承認日：2018年9月）。研究目的および方法、研究
参加のメリット・デメリット、参加者の権利（自
己決定、プライバシー、害されないこと、研究
拒否や中断等）、研究者の義務等について、書面
と口頭によるインフォームド・コンセントを徹底
した。そして、個人データを加工し匿名性の保護
を厳守した。さらに、研究参加による時間的制約、
疲労、病状などに十分配慮した。また、参加募集
の際は施設のスタッフの協力を得て行ったが、参
加協力が前提ではないことをスタッフに強調し
て伝えた。対象候補者に依頼する際には、研究に
参加するかどうかは自由意思であり断っても良
いこと、断っても不利益がないことを伝えて、意
思決定においてスタッフの力が及ばないように
十分配慮した。

Ⅳ．結果
１．研究参加者の概要 
　研究参加者の概要は表1のとおりである。参加
者は2つの施設から募り、研究参加の同意が得ら
れた12名であった。性別は男性7名、女性5名、年
代は30代が3名、40代が5名、50代が4名であった。
家族と同居している者が6名、独居が6名で、両親
とも他界している者は2名であった。罹病期間は
2～35年と幅があった。

２．「親亡き後」に関する認識の内容
　分析の結果、85コードから30サブカテゴリ、9
カテゴリを生成した。コード、サブカテゴリ、カ
テゴリの一覧を表2に示す。以下、コードを［ ］、
サブカテゴリを＜ ＞、カテゴリを【 】として表
記し、カテゴリごとに分析結果を説明する。
　なお、本研究は研究参加者の認識を明らかにす
るものであるため、抽象化されたカテゴリについ
て研究参加者の語りを用いて紹介する。斜体部分
は、対象者の語りの一部を、意味を損なわない程
度に加工し再構成したものであり、（＃1～12）は
対象者のID番号を示す。
１）「親亡き後」に関する不安
　【「親亡き後」に関する不安】には、［収入が得
られるかわからない］［年金だけでやっていける
かわからない］など＜経済的な見通しが曖昧であ
る＞こと、［このまま自宅に住み続けられるのか
わからない］［一人暮らしのアパートが見つかる
のか心配］など＜住まいが不確定である＞こと、
［薬をきちんと飲めるか心配］［規則正しく生活で
きるか不安］など＜療養生活上の心配がある＞こ
とが含まれていた。また、［心の支えや頼りがな
くなるのが心配］［さみしさや喪失感が心配］な
ど＜心理的喪失感が心配である＞や［お墓をどう

表1　研究参加者（12名）の概要

性別 男性7名
女性5名

年齢
30代：3名
40代：5名
50代：4名

親の状況
両親とも健在：7名
片親のみ健在：3名
両親とも死去：2名

同居の有無 親と同居：6名
独居：6名

罹病期間 平均22.08年（2-35年）
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表2　「親亡き後」に関する当事者の認識
カテゴリ サブカテゴリ コ　　　ー　　　ド

「親亡き後」
に関する不安

経済的な見通しが曖昧である ・収入が得られるかわからない	 ・固定資産税が払えるかわからない
・年金でやっていけるかわからない	 ・就職できるか心配

住まいが不確定である ・このまま自宅に住み続けられるのかわからない	 ・一人暮らしのアパートが見つかるのか心配
・グループホームに入れるかわからない

療養生活上の心配がある ・薬をきちんと飲めるか心配 	 ・規則正しく生活できるか不安
・料理が作れるかが心配	 ・お金のやりくりができるか不安

心理的喪失感が心配である ・心の支えや頼りがなくなるのが心配	 ・さみしさや喪失感が心配
・気持ちを聞いてくれる人や場所がない

親の供養の心配がある ・お墓をどうすれば良いかわからない	 ・仏壇をどうすれば良いか心配
利用できるサポートの知識が
ない

・ヘルパーは家事をどこまでやってくれるのかわからない	・後見人制度のことがわからない
・心理的サポートは得られるか	 ・介護保険のことが分からない

「親亡き後」
に関する肯定
的な見通し

「親亡き後」も何とかなる ・一人暮らしは未経験だが何とかなると思っている	・ヘルパーや介護制度の相談をすれば生活できそう
・今一人暮らしができているので何とかなる	 ・就職できれば何とかなる

「親亡き後」も相談できる安
心感がある

・困ったときに相談にのってくれる支援者が身近にいるので安心
・相談すれば一人で何とかしなくてもよいという安心感

「親亡き後」に向けて親が準
備してくれる安心感がある

・いざとなったら大丈夫なように親が準備してくれるという安心感
・親は終活をしている
・親の死後に自分が困らないように親が保険に入っている

「親亡き後」
に向けて備え
ている状況

お金を貯める ・お金を貯めている	 ・ 生命保険をかけている

就職の準備をする ・自分に合った仕事を探す	 ・ハローワークに行く
・就職を目指して就労支援事業所に通っている

生活スキルを高める ・家事をする	 ・ 料理ができるよう練習している

周囲との関係を築く ・近所づきあいをする	 ・友達と助けあう
・職場の人の信頼を得る	 ・人との接し方に気を付ける

「親亡き後」について話す ・「親亡き後」について親と話す	 ・仲間内で「親亡き後」について話す

「親亡き後」
に向けて備え
ていない状況

「親亡き後」の準備はしない ・一人になっても何とかなると思うので準備はしない	 ・「親亡き後」の具体的なことは考えていない
「親亡き後」について話題に
しない ・「親亡き後」について親と話していない	 ・「親亡き後」のことについて友達や仲間と話さない

「親亡き後」は考えないよう
にしている

・親が死ぬことはあまり考えないようにしている
・今考えても先のことは分からないのでその時が来たら考える

「親亡き後」
に向けた要望

経済面や住まいに関する支援
があると良い

・住まいのバリエーションが増えると良い	 ・お金の心配をしなくて良いように支援があると良い
・グループホームに入れるとよい

「親亡き後」の相談にのって
もらいたい

・困ったときに相談にのってもらいたい	 ・「親亡き後」のことについて話を聴いてもらいたい
・「親亡き後」の生活で必要となる手続き等を手伝ってもらいたい

親に準備してもらいたいこと
がある

・親には「親亡き後」も心の支えになるもの（手紙など）を残してほしい
・事前に財産目録を作っておいてほしい

現在の支援を継続して受けら
れると良い ・現在受けている支援を継続して受けられると良い

「親亡き後」の生活の実際を
知りたい ・実際に親が亡くなった人はどのように生活をしているのか知りたい

「現在」の充
実・安定

現在の生活が充実・安定して
いる

・今の生活は充実している 	 ・今の生活は安定している
・夢や目標がある

現在は病状が安定している ・症状のコントロールができている	 ・ストレスや睡眠に気を付けている
・薬をしっかり飲んでいる	 ・規則正しい生活をして体調を整えている

現在は適切なサポートがある ・親やきょうだいと話ができる関係性がある	 ・家族の理解や協力がある
・現在必要な支援を得て生活基盤がある	 ・困ったときに助けてくれる仲間、友人、恋人がいる

「親亡き後」
のことへの取
り組みづらさ

「親亡き後」の生活を想像で
きない

・「親亡き後」について意識したことはない
・一人暮らし経験がないので「親亡き後」の生活で何に困るかわからない
・親は若く元気だから考えたことがない

「親亡き後」について家族と
話しにくい

・「親亡き後」について話すのは親に失礼だと思う
・本当は「親亡き後」について話したいが親とは話しにくい
・親は「親亡き後」についてあまり考えていないので話しにくい
・「親亡き後」についてきょうだいとは話しにくい

「親の介護」
の不安

「親亡き後」よりも「親の介
護」が不安である ・「親亡き後」よりも親の病気が心配	 ・「親亡き後」よりも親の介護が不安

「自分の老後」
と「自分亡き
後」の心配

「自分の老後」の心配がある

・自分が年老いたときに今と同じように生活できるか心配
・老後に自分が弱ったときに子どもと暮らせるかどうか不安
・高齢になったら老人ホームに入った方が良いのか
・認知症にならないか心配
・身体疾患や持病の再発が心配

「自分亡き後」の家族の状況
が心配である

・自分が死んだときに家族に負担や迷惑をかけないようにしたい
・自分の親のことよりも自分が死んだ後の子どものことが心配
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すれば良いかわからない］［仏壇をどうすれば良
いか心配］といった＜親の供養の心配がある＞も
述べられていた。さらに、［ヘルパーは家事をど
こまでやってくれるのかわからない］［後見人制
度のことがわからない］など、親亡き後に＜利用
できるサポートの知識がない＞ことも含まれて
いた。以下は、60代の母と同居している40代男性
の＜経済的な見通しが曖昧である＞についての
語りである。
　…すぐにとは言わないんですが、やっぱり仕
事、収入を得るということは必要かな。僕自身は
ここ（利用している施設）が好きなんですが、やっ
ぱり無収入ではいられないというのも頭では分
かるので。スタッフともたまにハローワークへ
行ったりしてます。やっぱりお仕事ですね。今は
障害年金もらっていますが、年金にやっぱりプラ
スアルファがないと、とても金額的に足らないの
で。それがどうなるのかわからないから心配とい
えば心配…（＃10）。
２）「親亡き後」に関する肯定的な見通し
　参加者は1）の不安や心配の一方で、【「親亡き
後」に関する肯定的な見通し】についても語っ
ていた。［一人暮らしは未経験だが何とかなると
思っている］［ヘルパーや介護制度の相談をすれ
ば生活できそう］など＜「親亡き後」も何とか
なる＞という思いや、［困ったときに相談に乗っ
てくれる支援者が身近にいるので安心］［相談す
れば一人で何とかしなくてもよいという安心感］
といった＜「親亡き後」も相談できる安心感があ
る＞が語られた。また、［いざとなったら大丈夫
なように親が準備してくれているという安心感］
［親は終活をしている］など＜「親亡き後」に向
けて親が準備してくれる安心感がある＞も含ま
れていた。以下は、70代の両親共に健在で独り暮
らしをしている50代女性の＜「親亡き後」に向け
て親が準備してくれる安心感がある＞について
の語りである。
　…両親はいつ自分たちが死んでもいいように、
終活をしていたんです。「遺影写真を撮ってある」
とか「ここの葬儀屋さんに電話してもらえばいい
よ」とか「家族葬でいい」とかそういう話もし
て。断捨離もしてまして。終活は両親が2人で話
し合って、自分たちで準備して。もしもの時に備

えて、通帳や大事な物も「ここにあるからね」と
いうふうに合鍵を渡してもらっているので、安心
してる。親はそういう話をもうしておいたほうが
安心だと思ってやっているんだろう。困るのは子
どもたちだからというのも分かっていると思う
ので。親から終活の話を聞いたときは「親はそう
いうことを考える年になったんだな」と思ったん
ですが。もっと親を大事にしないとな、長生きし
てほしいというふうに思いましたね…（＃6）
３）「親亡き後」に向けて備えている状況
　【「親亡き後」に向けて備えている状況】とし
て、［お金を貯めている］［生命保険をかけてい
る］といった＜お金を貯める＞こと、［自分に合っ
た仕事を探す］［ハローワークに行く］など＜就
職の準備をする＞ことが語られた。また、［家事
をする］［料理ができるよう練習している］など
＜生活スキルを高める＞ことや、［近所づきあい
をする］［友達と助け合う］など＜周囲との関係
を築く＞ことにも取り組んでいた。さらに［「親
亡き後」について親と話す］［仲間内で「親亡き
後」について話す］といった＜「親亡き後」につ
いて話す＞ことも含まれていた。以下は60代の両
親、弟と同居している30代の女性の＜生活スキル
を高める＞についての語りである。
　…すぐにどうこうという感じじゃないけれど、
いずれ先に逝くのはお父さんとお母さんなので。
弟と仲良く、けんかしないようにって、よく言わ
れますね。だから「ありがとう」を大切にしてい
ます。親が亡くなったらと考えるようになったの
は、母に癌が見つかってからです。最初はショッ
クでびっくりしちゃったんだけれど。きっと治る
と信じています。（中略）親が亡くなった後の生
活を考えたときに、夏に母が作ってくれる梅ドリ
ンクを自分も作れるかなとか、料理できるかなと
か心配な点もあるんですけど、ぼちぼちキッチン
に立ってお母さんと一緒に料理はしています。こ
の前、一緒に麻婆豆腐を作ったりして、少しずつ
お母さんの味も勉強している。朝はちゃんとみそ
汁を作れるようになりました…（＃12）
４）「親亡き後」に向けて備えていない状況
　他方、【「親亡き後」に向けて備えていない状況】
もあった。［一人になっても何とかなると思うの
で準備はしない］［「親亡き後」の具体的なことは
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考えていない］という＜「親亡き後」の準備はし
ない＞のほか、［「親亡き後」について親と話して
いない］［「親亡き後」のことについて友達や仲間
と話さない］という＜「親亡き後」について話題
にしない＞ことが含まれていた。また、［親が死
ぬことはあまり考えないようにしている］［今考
えても先のことは分からないのでその時が来た
ら考える］という＜「親亡き後」は考えないよう
にしている＞ことも語られた。以下は、別居の90
代の母がいる一人暮らしの50代男性の＜「親亡き
後」は考えないようにしている＞についての語り
である。
　…今は自立して生活しているし、母も施設に
入っているので最近はあまり会っていない。独立
して生活している期間も長いので、母が亡くなっ
たらどうするかとか、心配とかそういうことはあ
まり考えることはないですね。墓とか葬式とかに
ついては、自分じゃなくて姉とは話し合っている
かもしれないけど、そういうことについて姉と話
すこともないです。母が死んだら自分の生活がど
うなるかということは、想像しにくいというのも
あります。（30年前に亡くなった）父と比べたら
母親のほうがダメージは大きいかもしれないけ
ど、だからあまり考えたくないというか、考えな
いようにしているのかもしれないですね…（＃9）
５）「親亡き後」に向けた要望
　【「親亡き後」に向けた要望】には、［住まいの
バリエーションが増えると良い］［お金の心配
をしなくて良いように支援があると良い］など
＜経済面や住まいに関する支援があると良い＞、
［困ったときに相談にのってもらいたい］［「親亡
き後」のことについて話を聴いてもらいたい］な
ど＜「親亡き後」の相談にのってもらいたい＞が
含まれた。また、［親には「親亡き後」も心の支
えになるもの（手紙など）を残してほしい］［事
前に財産目録を作っておいてほしい］という＜親
に準備してもらいたいことがある＞という親へ
の要望も話された。その他に＜現在の支援を継続
して受けられると良い＞、＜「親亡き後」の生活
の実際を知りたい＞という要望も含まれていた。
以下は、50代の両親と同居している30代の男性の
＜経済面や住まいに関する支援があると良い＞
についての語りである。

　…親もまだ50代だからあんまりぴんとは来な
いけど、親が亡くなったら一人で規則正しくやっ
ていけるかわからないからグループホームか
なって思う。住む場所と、今までどおりに年金が
ちゃんともらえればうれしいな。親亡き後も、今
と同じような感じで生活ができたらいいなと思
います。（中略）やっぱり障害者というと、イメー
ジ的に結婚もできないし、お金もないし、住む場
所もどうしようと思うけれども、もっと支援でき
るところが増えたらいいなと思う。ここの援護
寮は2年までだけど、障害者も高齢者の施設のよ
うに、いろんなバリエーションがあるといいと
思う。年を取っても、いつまでいてもいいような、
そういうのを増やしていってほしい…（＃１）
６）「現在」の充実・安定
　参加者は2）の肯定的な見通しに関連して【「現
在」の充実・安定】についても語っていた。これ
には、［今の生活は充実している］［夢や目標があ
る］など＜現在の生活が充実・安定している＞こ
とや［症状のコントロールができている］［薬を
しっかり飲んでいる］など＜現在は病状が安定し
ている＞こと、［親やきょうだいと話ができる関
係性がある］［現在必要な支援を得て生活基盤が
ある］など＜現在は適切なサポートがある＞こと
が含まれていた。以下は、父の死去後に母が老人
ホームに入所し、一人暮らしをしている40代の女
性の＜現在の生活が充実・安定している＞につい
ての語りである。
　…父や母の老後とか亡くなった後のこととか、
事前に考えたことが全くない。話したこともな
かった。父が亡くなって母がホームに入ってか
ら、初めて一人暮らしをすることになって、自
分が1人になってみると寂しいことに気が付いて、
お金のことやご飯のこととかよりも気持ちの面
のほうが大変だったかな。お母さんのことを預け
るんじゃなかったなと思ったことはあります。だ
けど、いつまでも親には元気でいてもらいたいけ
れどもそういうわけにはいかないですもんね。こ
れから先、自分の生活とか人生はどうなるんか
な、と思うけど（笑）。今は一人暮らしもできて
いるし、彼や友達もいて、一番充実していると言
うか、安定しているから、親が亡くなっても今の
状況で暮らしていけたらいいし、なんとかなるか
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なと思っている…（＃4）
７）「親亡き後」のことへの取り組みづらさ
　参加者は4）の「親亡き後」に向けて備えてい
ないことに関連して【「親亡き後」のことへの取
り組みづらさ】を述べていた。これには、［「親亡
き後」について意識したことはない］［一人暮ら
し経験がないので「親亡き後」の生活で何に困る
かわからない］など＜「親亡き後」の生活を想像
できない＞こと、［「親亡き後」について話すのは
親に失礼だと思う］［本当は「親亡き後」につい
て話したいが親とは話しにくい］など＜「親亡き
後」について家族と話しにくい＞ことが含まれて
いた。以下は70代の両親と同居している40代男性
の＜「親亡き後」について家族と話しにくい＞に
ついての語りである。
　…親とも（親亡き後について）話したりするこ
とはないです。本当は話したほうがいいんでしょ
うけど、話がしにくいというのもあります。親か
ら言ってくれれば話すかもしれないけど、まだ何
も起こっていないのに、そういうことはちょっと
聞きにくいというかね。（親が）エンディングノー
トみたいなのを買っていたような記憶はあるん
だけれど。僕は目を通さないですけれども、母親
が父親のほうに、どこに通帳があるとか色んなこ
とを書いといたらどうとか勧めたのかな。そうい
うのを多分、書いているんじゃないかなとは思う
んですけどね…（＃7）
８）「親の介護」の不安
　参加者は「親亡き後」の不安とは別に、「親亡
き後」に至る前の【「親の介護」の不安】につい
ても語っており、［「親亡き後」よりも親の病気が
心配］［「親亡き後」よりも親の介護が不安］から
なる＜「親亡き後」よりも「親の介護」が不安で
ある＞が含まれていた。以下は、70代の両親、弟、
子供と同居している40代女性の語りである。
　…今は両親とも元気で働いています。父が心筋
梗塞で倒れて、次に倒れたらおしまいですと言わ
れているんです。それだけが心配です。子どもの
面倒も見守りつつ、親の介護がそのうち始まると
思うんですが、それもしていかなきゃいけないな
と思って、それがどうなるか。そのためには安定
した体調を整えることが最優先だなと思って。そ
のためにここの施設を利用しています。ここに来

ることで、リズムが整ってきます…（＃11）
９）「自分の老後」と「自分亡き後」の心配
　参加者は「親亡き後」の生活の延長線上にある
【「自分の老後」と「自分亡き後」の心配】につい
ても言及した。これには、［自分が年老いたとき
に今と同じように生活できるか心配］［身体疾患
や持病の再発が心配］など＜「自分の老後」の心
配がある＞と、［自分が死んだときに家族に負担
や迷惑をかけないようにしたい］［自分の親のこ
とよりも自分が死んだ後の子どものことが心配］
という＜「自分亡き後」の家族の状況が心配であ
る＞が含まれていた。以下は、70代の両親共に健
在で、独り暮らしをしている40代の女性の＜「自
分の老後」の心配がある＞についての語りである。
　…（別居の）親は元気だからあんまりそういう
こと（親が死ぬこと）は考えない。だけど、自分
が60とかになって1人になったときに、お掃除で
きるかしらという悩みがあるんですよ。最近、自
分には体力がないなと思って、「年のせいだ」と
気付いて。（中略）座っていて立ち上がるときに
足が痛くて、シャワーを浴びるときに手を上げる
のも痛くてこれも年のせいなんかなとか、だんだ
ん悪くなっていくんかなと思って、弱ったなと
思って、どうしようかなという、それが悩みです
ね。老化（笑）。徐々に弱りつつあるという実感
ありますね。親が亡くなった後も今の生活がこの
まま継続できるといいなと思うけど、だんだん年
取っていくじゃないですか。物忘れもひどくなっ
たらどうしようかなとか、そういうことばっかり
考えている…（＃5）
３．地域で生活する精神障害者の「親亡き後」に

関する認識の全体像
　「親亡き後」に関する認識の全体像としてのカテ
ゴリ関連図を図１に示す。
　地域で生活する精神障害者は、【「親亡き後」に
関する不安】の一方で、【「親亡き後」に関する肯定
的な見通し】を持っていた。このような不安と肯定
的な見通しは、「親亡き後」に向けた備えの状況と
相互に影響しあっており、例えば＜経済的な見通し
が曖昧である＞から＜お金を貯める＞というように、
不安があるがゆえに【「親亡き後」に向けて備えてい
る状況】があった。他方、＜「親亡き後」も何とか
なる＞と思っているので＜「親亡き後」への準備は
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しない＞というように、肯定的な見通しを持っている
から【「親亡き後」に向けて備えていない状況】にあっ
た。さらに、＜周囲との関係を築く＞ことで＜「親
亡き後」も相談できる安心感がある＞というように
【「親亡き後」に向けて備えている状況】は肯定的
な見通しに影響し、＜「親亡き後」は考えないよう
にしている＞ことで＜利用できるサポート知識がない
＞というように【「親亡き後」に向けて備えていない
状況】は不安に影響していることも示された。また、
＜現在の生活が充実・安定している＞と実感してい
るので＜「親亡き後」も何とかなる＞と思えるなど
【「現在」の充実・安定】が【「親亡き後」に関する
肯定的な見通し】を持つことに影響し、＜「親亡き後」
について家族と話しにくい＞ので＜「親亡き後」に
ついて話題にしない＞というように【「親亡き後」の
ことへの取り組みづらさ】は【「親亡き後」に向けて
備えていない状況】に影響していた。そして、「親亡
き後」に至る前の【「親の介護」の不安】と「親亡
き後」の延長線上にある【「自分の老後」と「自分
亡き後」の心配】を抱えており、これらは【「親亡き
後」に関する不安】と時間的な流れのなかで関連し
ていた。また、例えば＜心理的喪失感が心配である

＞から、心の支えになるものなど＜親に準備しても
らいたいことがある＞や、＜現在は適切なサポート
がある＞ことで＜「親亡き後」も何とかなる＞と思え
ているので＜現在の支援を継続して受けられると良
い＞と考えているなど、「親亡き後」に関するさまざ
まな認識が【「親亡き後」に向けた要望】の内容に
つながっていた。

Ⅴ．考察
　上記の結果を踏まえて、精神障害者の「親亡き後」
に関する支援のあり方について検討する。
１．「親亡き後」について「話すこと」を支援する
　「親亡き後」に関する心配の内容は多岐に亘って
いたが、先行研究で示されている親の立場からの心
配の内容と概ね重なっていた。しかし、＜親の供
養の心配＞は、親や家族を対象とした研究では示さ
れていない内容であり、子どもの立場である障害者
の認識の特徴であると考える。そして、「親亡き後」
に関する不安に対しては、備えているという認識の
一方で、準備はしない、話題にしない、考えないよ
うにしている等、備えていない状況があった。これ
には【「親亡き後」のことへの取り組みづらさ】が認

「親亡き後」に向けた要望

「親亡き後」のことへの
取り組みづらさ

「親亡き後」に向けて
備えていない状況

「親亡き後」に向けて
備えている

「親亡き後」に関する
肯定的な見通し

「現在」の
充実・安定

「親亡き後」に
関する不安

「親の介護」の
不安

「自分の老後」と
「自分亡き後」の
心配

　　影響している　　　相対する関係
　　関連がある　　　　　　カテゴリ図1　地域で生活する精神障害者の「親亡き後」に関する認識の全体像
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識されていたように、「親亡き後」についての想像の
しにくさや話しにくさが関連しており、特に親の死に
ついて話題にすることの難しさがあることが示唆さ
れた。清島ら（2011）は中年期にある人の65.9%が
親の終活について親と話をしておらず、親が終活の
話を避ける状況や、親の終活に対して困難感、さ
みしさ、辛さ等の負の感情が伴うことを示している。
また、親の死を経験した人を対象としたウェブ調査
（株式会社LIFULL senior, 2024）では、97.3%が
「親の生前、親との会話が不十分だった話題が何か
しらある」と感じており、その理由として「親が話
題を避けていた(30.8%)」、「話を切り出すタイミング
がわからなかった(29.6%)」、「話す必要性を感じてい
なかった(28.8%)」が上位に挙がっている。親が健
在の人を対象とした同調査では「親の今後について
十分に話せていない話題がある理由」として、「話
を切り出すタイミングがわからない(27.3%)」、「具体
的に何を話せばよいかわからない(25.9%)」、「親が
将来の話を避ける(25.6%)」が上位回答となっていた。
これらのことから、子どもの立場からは親に対して
「親亡き後」について話題にしにくいという状況は一
般的で普遍的な課題であるともいえる。
　一方、「親亡き後」について話すことに関する親
の認識としては、「親亡き後のことについて話し合う
準備が本人にはできていないので話し合うのは難し
い」と感じていること（石川ら, 2021）や、「親の死
について当事者と共有するように努める」家族もいる
一方で、親亡き後を話題にすることにより当事者の
病状が不安定になることを懸念して言い出せず「親
の死について当事者と十分に共有しない道を選ぶ」
者もいること（吉岡ら, 2019）が示されている。また、
家族を対象とした質問紙調査（石川ら, 2022）で
は、親亡き後の本人の暮らしについて家族で十分に
話し合いをしているものは2.3％、親亡き後、本人が
どのような暮らしを望んでいるか把握しているものは
9.2％であった。これらのことから、本人と同様に家
族・親の側も「親亡き後」について話しにくさを感じ
ていることが読み取れる。さらに、精神科訪問看
護師の67.1%が本人と家族が親亡き後の将来のこと
について相互に話し合えていないと認識していた（小
宮ら, 2024）こともあり、家族間で「親亡き後」に
ついて話題にして話し合うことの難しさは課題の一
つであると推察する。

　現代日本においては、死について家族で死の問題
を話し合うことを避け、タブー化しておきたいという
気持ちを持つ人々がまだ多いとの指摘もある（坂本, 
2013）。そのため、「親亡き後」に関しては、家族
間で話題にすることが難しい状況があることを考慮
しつつ、障害者本人に対しては、「親亡き後」につ
いて家族と話したい気持ちがあるか確認する、「 親
亡き後」の実際の生活について話を聴く機会を設け
る、支援者も同様の課題を持つ者として「親亡き後」
について対話する、SST(Social Skills Training)や
グループ活動等を通して仲間と「親亡き後」につい
てざっくばらんに話す機会をサポートする、など段
階を踏んで「親亡き後」について「話すこと」を支
援する必要があると考える。
２．「現在」の生活の充実と安定を支援する
　本研究では、「親亡き後」に関して、不安や心配
だけでなく肯定的な見通しも語られた。それらには
現在の生活において家族や周囲から適切なサポート
があること、現在の病状や体調が安定していること、
現在の生活が充実していることが関連していた。こ
の現在の生活の充実と安定は、自分で決めた希望
する人生、夢、目標の達成を目指すパーソナル・リ
カバリー（Slade, et al, 2015）と関連していると考え
られ、本研究の参加者はこのパーソナル・リカバリー
のプロセスを歩んでいる人たちであると推察された。
これには、本研究の参加者の選定条件である病状
が安定していて地域生活を1年以上継続しており、日
ごろからピアサポート活動等を行っている者である
ことが影響していると考える。「親亡き後」はこれか
ら先の未来のことであり、それに対して備えること
は重要なことである。一方で、［今考えても先のこと
はわからないので、その時が来たら考える］という
対象者の語りのとおり、先のことはどうなるか誰に
もわからないため、いくら備えても心配や不安はゼ
ロにはならない。そのため、家族や周囲と良好な関
係を築き、適切なサポートとつながり、病気と上手
に付き合いながら、やりたいことや目標に向かって
充実した日 を々送ること、そしてそのような日々が継
続することを支援すること、すなわち「今、ここ」の
当事者の生活に焦点をあて本人が希望や生きがいを
感じられる生活を目指すリカバリー志向を基盤に支
援することが、「親亡き後」もやっていけるという自
信や安心感につながる可能性がある。
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３．長期的なライフプランを共に考える
　本研究では、精神障害者が「親亡き後」をどの
ように認識しているのかについて焦点をあててインタ
ビューを実施したが、語りの中には親が亡くなった
後のことだけでなく、そこに至る前に予測される親
の老後への心配や自分に親の介護ができるだろうか
という不安が含まれていた。これらは家族や親の認
識には含まれていなかったが、当事者にとっては「親
亡き後」とは切り離せない地続きの心配ごとである
と思われる。
　さらに、本研究では自分の老後の不安や自分亡
き後の家族への配慮についても表出されたが、家族
を対象とした先行研究では障害者である子どもの老
後やその子どもの死後のことまでは言及されていな
い。親や家族が「親亡き後」について語るときはこ
れらの視点はあまり想定されていない可能性がある
が、本人たちにとっては「親亡き後」の生活の延長
線上にある懸念であると考える。
　本研究の対象者12名のうち9名は40歳代～50歳
代であり、特にこのような中年期から向老期にある
人たちにとっては、「親亡き後」について考えるとき、
親の老後や介護、自分の老後や自分亡き後への配
慮は、重要な視点であることが示唆された。そのた
め、親の死去に伴う様々な変化に対応していくこと
だけでなく、「親亡き後」に至るまでの親の老後の
生活や介護の問題やさらにその先の当事者自身の
老後も含め、家族全体の長期的なライフプランを共
に考えていくような支援の必要性が示唆された。
４．本研究の限界と意義
　研究の対象者は地域で様 な々サービスやサポート
を得ながら安定して生活をしている人たちであること
が、データに影響している可能性がある。しかしな
がら、親の立場から語られることの多かった「親亡
き後」について、精神障害を持つ当事者の認識の
一端を明らかにすることができた。これにより、精
神障害者の親亡き後に関する認識を踏まえた支援
ニーズを理解し、具体的な支援について検討するた
めの基礎データを得ることができたと考える。今後
は、本研究における支援のあり方の検討を踏まえて、
具体的な支援方法を考案し実践的に取り組んでいく
ことが課題である。
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●  Abstract  ●

　This study aimed to explore how community-dwelling individuals with mental disabilities perceive “life 
after the death of parents” and identify the challenges in supporting them through this transition.
　Twelve individuals with mental disabilities living in the community participated in the study. Semi-
structured interviews were conducted to understand their views on “life after the death of parents,” 
and data were qualitatively analyzed using an inductive approach.  
　The study revealed nine categories related to their perceptions: [anxieties about “life after the death 
of parents”], [positive outlooks on “life after the death of parents”], [preparedness for “life after the 
death of parents”], [lack of preparedness for “life after the death of parents”], [requests regarding “life 
after the death of parents”], [fulfilment and stability in the “present”], [difficulty in addressing “life 
after the death of parents”], [anxiety about “caring for the parents”], and [concerns about “one’s own 
old age” and “after one’s death”]. The relationships among these categories were analyzed to form an 
overall perception of “life after the death of parents” among individuals with mental disabilities.
　The findings suggest several support strategies: to support “talking” about “life after the death of 
parents” gradually, considering the difficulty of discussing this topic, focus on supporting the fulfillment 
and stability of “the present,” as it leads to a positive outlook on “life after the death of parents,” and 
collaboratively developing a long-term life plan, as concerns about parent care and personal aging are 
closely connected to anxieties about “life after the death of parents.”

Keywords: individuals with mental disabilities, community-dwelling, life after the death of parents, 
Perceptions


